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センターの活動予定

【お問い合わせ先】
旭川医科大学 二輪草センター（復職・子育て・介護支援センター）
〒078-8510 北海道旭川市緑が丘東2条1丁目1-1
TEL 0166-69-3240（内線3240) サンニンヨレ FAX  0166-69-3249
E-mail: nirinsou@asahikawa-med.ac.jp 開設時間8時30分～17時15分

病児一時預かり室・バックアップナース・病後児保育室・カウンセリング相談
【５月２０日～６月１９日までの利用状況】

病児一時預かり室 依頼回数 ０回 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数 １５回 稼働回数 １５回

病後児保育室 依頼回数 ２１回 利用回数 １１回

カウンセリング相談 利用回数 １４回

＊病児一時預り室・病後児保育室は全職員・学生がご利用になれます

◆6月30日（月）～7月4日（金） 夏休みキッズスクール申込受付期間
◆7月1日（火） 第6回合同入局説明会開催
◆7月28日（月）・29日（火） 夏休みキッズスクール開催
◆7月下旬 二輪草プラン推進委員会議 二輪草だより7月号発行

『イブニングセミナー』終了報告

夏休みキッズスクール開催のお知らせ
🌼日程：平成26年7月28日（月）29日（火）🌼

学童保育サポートの一環として、キッズスクールを開催します。楽しい企画を考え
ていますので、皆さんの参加をお待ちしています。
✩受付は6月30日（月）から7月4日（金）までを予定しています。定員になり次第締
め切ります。詳しくはポスターまたは二輪草HPをご覧ください。

28日（月） 29日（火）
・特別授業
「自分の身体を知ろう〜目の仕組みと働き」
講師：医工連携総研講座

木ノ内 玲子先生
・「風鈴作りをしよう」
・ぬいぐるみ病院プロジェクト
（学生たちの活動）

・創作体験
「パンとうどんを作ろう!!」

〜ふれあい館ラヴニール
・ふれあい体験
「動物と触れ合おう！」
〜ファーム千代田ふれあい牧場

（雨天時〜ゲームをしよう）

平成26年７月1日より病後児保育室「のんの」が

病児・病後児保育室「のんの」に
運用を拡大します‼

お知らせ‼

平成２６年５月２３日にイブニングセミナーが開催されました。今年
度は北海道男女平等参画「チャレンジ賞」受賞記念として「職場のス
トレス・対人トラブル」のテーマで神奈川県立保健福祉大学専任講師
である生田倫子先生をお招きしご講演頂きました。興味深い題材だっ
たようで参加者は66名でした。

吉田学長からご挨拶を頂いた後、二輪草センターの菅野恭子助教
から職場のストレス・対人トラブルに関するアンケート集計結果の発
表がありました。医師１２５名、看護師３７８名から回答があり、約9

割の方が職場でのストレスをかかえ、そのうちの３～４割が人間関
係に最もストレスを感じているという結果でした。モンスターペーシェントに対する問
いには医師の６４％、看護師の４９％が診察・担当しており、モンスターペーシェント
のタイプ別の問いでは医師と看護師との間では結果が異なりました。看護師を対象
としたアンケートではモンスターペーシェントへの対応で成功した体験談やアドバイ
スが紹介され、医師を対象としたアンケートでは医療支援課に対する要望が紹介さ
れました。次に生田倫子先生より「職場ストレス対処にブリーフセラピーを活かす試
み」のタイトルでご講演頂きました。ブリーフセラピーの基本的な考え方から始まり
対応が難しい患者の種類、有効な技法の紹介がありました。有効な
技法の1つであるコンプリメント技法ですが相手の可能性やいいとこ
ろに着目するもので、相手の鎮静効果やオープンマインド、信頼する
気持ちが生まれ説得できる可能性が高くなるというものです。ロール
プレイ演習では二人一組になりクレームを言う側と言われる側になり
通常の対応の仕方とコンプリメント技法を用いた場合との違いを体感する事ができ
ました。実践的な技法は今後現場で役にたつものと考えております。
最後に松田副病院長からご挨拶を頂きました。
お忙しい中アンケートにお答え頂きました先生方、
看護師の皆様、セミナーにご参加下さいました
方々に、この場を借りてお礼を申し上げます。
皆様、本当にありがとうございました。

二輪草センター助教 菅野恭子

平成21年12月に開設した病後児保育室「のんの」を平成26年７月から病児にも
対象を拡大します。従来の病気回復期だけでなく、急性期（重症化を除く）の児童
をお預かりし、子育てと就労や学業の両立を支援することを目的とします。詳細に
つきましては、二輪草ホームページ又は二輪草センター（内線3240）にお問い合
わせ下さい。

イブニングセミナーで菅野助教が発表したストレスアンケート集計結果発表記事が
北海道医療新聞6月6日号に掲載されています。詳しくは二輪草HPをご覧ください。

「ワークショップの様子」
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